
ライフデザイン総合学科 通信教育課程 カリキュラム概念図（３ポリシーと教育課程の関係図）

ＡＰ１ ●おだたん人間成長講座Ⅰ 心理学 経済学 文学 ＤＰ１

栄養学入門 日本国憲法

基礎学力演習

学習法概論 情報リテラシー

文章構成法

外国語 ●英語 英会話

体育 健康・スポーツ理論

キャリアデザイン キャリアデザイン演習

コミュニケーション論 コミュニケーション演習

ＡＰ２ 未来デザインプログラム ＤＰ２

●ライフデザイン学 食生活デザイン ライフデザイン演習 特別支援教育

●生活経営論 住生活デザイン 金融リテラシー まち・ひと・しごと創生論

衣生活デザイン くらしと社会保障

カラーコーディネート グラフィックデザイン グラフィック演習Ⅰ

デッサン・イラストレーション グラフィック演習Ⅱ

デザインの基礎

WEBデザイン

ブランドマーケティング コスメ・ファッションマーケティング ビューティー・ファッションコーディネート ビューティーカウンセリング

ビューティー・ファッションカルチャー

ＡＰ３ ベーシックメイク ベーシックネイル ネイルアート ＤＰ３

パーソナルメイク

ビジネス実務総論 モチベーション論 社会心理学 SNSマーケティング

マーケティング 観光ビジネス概論

Word演習 Excel演習 PowerPoint演習

動画編集基礎 動画編集応用

簿記 医療事務

秘書実務

データサイエンス

ＡＰ４ ITと社会 ＤＰ４

IT戦略概論Ⅰ IT戦略概論Ⅱ 情報化技術Ⅰ 情報化技術Ⅱ

WEB開発Ⅰ プログラミング基礎Ⅰ プログラミング応用Ⅰ

WEB開発Ⅱ プログラミング基礎Ⅱ プログラミング応用Ⅱ

IT開発プロジェクトⅠ IT開発プロジェクトⅡ

※科目名の前に●がついている科目は必修科目

アドミッション・ポリシー

(AP)

カリキュラム・ポリシー

(CP)

教養科目

1年前期 1年後期

高等学校(またはこれに

準ずる学校)の修得科

目のうち、「国語(現代

文)」を通じて、自らの意

見や考えを伝えるという

基礎的な能力を身につ

けている。

様々な問題について、自

らの知識や情報をもとに

して、わかりやすく人に説

明することができる

（２）専門科目は、実社会を生きる上で必要とされる専門的な知識・

技能を育むために、メディア、ビジネス、ＩＴの分野を総合的に学ぶ授業

科目を配置します。

専門科目

2年後期 ディプロマ・ポリシー

(DP)
養成する人材像

生活者として実社会を豊かに生きるために

幅広く多角的な視点から諸課題を発見・

解決する人材

ＣＰ１．教育内容

一般教養

（１）教養科目は、生涯にわたって学び続ける能力と豊かな人間性を

涵養する教育を行うとともに、ライフデザインを基本理念に生活者として

実社会を生きるために必要な基礎知識・技能を学ぶ授業科目を配置し

ます。

豊かな人間性と幅広い教

養、専門的な知識・技能を

身につけ、生活者として社会

に貢献できる人

ライフデザイン

大学で得た教養と知識・技

能をさらに発展させ、社会に

対して問題意識を持ち、生

涯にわたって学びつづけようと

いう意志を持っている人

2年前期

メディアデザイン

高等学校(またはこれに

準ずる学校)までの家庭

科分野での学びを自らの

生活や家庭に活かす努

力をし、また、これまでの

学びをわかりやすく人に

説明することができる。

生活者として多様な情報に

関心を持ち、より良い社会の

実現を目指し主体的に行動

できる人

ビジネスデザイン

（３）総合研究科目は、専門分野の学びを総合し、自身が関心のあ

るテーマを設定・研究し、課題を発見・解決を図る総合的な授業科目

を配置します。

ITデザイン

自立した将来を創る意

欲を持ち、家族や身近

な人を支え地域・社会

の役に立ちたいと考えて

いる。

ＣＰ２．教育方法

実社会を豊かに生きるために

課題発見力・課題解決力・

情報活用力を修得した人

学生は、自宅などの通信可能な環境から、Ｗｅｂカメラ付きのパソコンを用意して受講します。

総合研究

デュアル実習

プレゼンテーション演習

卒業研究発表

（１）印刷教材授業科目

は、シラバス、指定教科書

及び担当教員が執筆したＷ

ｅｂの「学習の手引き」等を

用いて学習を実施します。

（２）メディア利用授業科

目（オンデマンド）は、ＶＯ

Ｄ（Ｖｉｄｅｏ ｏｎ Ｄ

ｅｍａｎｄ)を活用した授

業を実施します。

（３）メディア利用授業科目（リ

アルタイム）は、同時双方向 Ｗｅ

ｂ会議システムを活用した授業を

実施します。

ＣＰ３．評価・点検

（１）各授業科目について、概要、学習の

達成目標、成績評価方法をシラバスで公開

し学生に周知したうえで、厳格で公正な評

価を行います。

（２）教育の質保証に対する点検・評価・改善を

行います。
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